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第 1 5 1 号

20 2 1・ 10

弘 前 大 学 國 史 研 究 会

広
須
新
田
の
歴
史
的
変
遷
（
下
） 

佐
藤
　
文
孝
　
1

松
平
定
信
の
海
防
計
画
に
つ
い
て 

塚
越
　
俊
志
　
22

菓
子
は
ど
の
よ
う
に
審
査
さ
れ
た
の
か

 

中
園
　
美
穂
　
44

 

〜
内
国
勧
業
博
覧
会
の
審
査
資
料
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
〜

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

「『
青
森
開
港
の
恩
人
』森
山
弥
七
郎
」の
人
物
像
を
考
え
直
す 

工
藤
　
大
輔
　
65

〔
資
料
紹
介
〕

 

関
根
　
達
人

 

福
井
　
敏
隆

　
弘
前
市
西
茂
森
普
門
院
本
堂
の
墨
書
に
つ
い
て 

小
石
川
　
透
　
80

 

高
橋
　
奈
里

 

田
村
　
眞
子

〔
書
評
と
紹
介
〕

虎
尾
達
哉
著

 

十
川
　
陽
一
　
93

『
律
令
政
治
と
官
人
社
会
』

浪
川
健
治
著

 

中
野
渡
一
耕

　
97

『
北
の
被
差
別
の
人
々
〜
「
乞
食
」
と
「
革
師
」
〜
』

八
戸
の
歴
史
叢
書

 

萱
場

　
真
仁

　
101

『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
第
九
巻

深
浦
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
編
集
・
深
浦
町
発
行

 

河
西

　
英
通

　
105

『
深
浦
町
・
岩
崎
村
合
併
一
五
周
年
記
念
誌 

深
浦
の
あ
ゆ
み
』



―  109 ―

―
彙
　
報
―

◎
令
和
二
年
度
総
会
に
お
い
て
会
長
は
じ
め
新
役
員
が
多
数
選
出
さ
れ
、
事
務
局
も

変
更
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
会
則
や
会
運
営
に
つ
い
て
共
通
理
解
を

図
る
た
め
、
ま
た
、
現
状
に
合
わ
な
い
内
規
等
の
見
直
し
の
た
め
に
、
令
和
三
年

五
月
八
日
に
会
長
・
副
会
長
打
合
せ
、
六
月
二
四
日
に
会
長
・
事
務
局
打
合
せ
、

七
月
三
日
に
三
役
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）、
八
月
二
二
日
に
役
員
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
）、
九
月
一
八
日
に
編
集
担
当
者
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
を
開
催

し
た
。
役
員
会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
再
度
三
役
会
で
確
認
し
、
メ
ー
ル
会
議

で
役
員
会
の
了
承
を
得
た
（
九
月
二
〇
日
〜
三
〇
日
メ
ー
ル
会
議
）。

◎
役
員
会
で
の
主
要
な
確
認
事
項
は
、
①
投
稿
規
定
に
「
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
」
を
明

記
（
本
号
の
投
稿
規
定
を
確
認
下
さ
い
）、
②
委
員
の
会
務
分
掌
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
委
員
の
中
か
ら
編
集
担
当
委
員
の
ほ
か
例
会
担
当
委
員
を
新
た
に
選

任
し
て
会
長
が
委
嘱
、
③
機
関
誌
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
編
集
に
係
る
諸
文
書

様
式
の
整
備
、
④
機
関
誌
の
寄
贈
先
・
交
換
先
の
現
状
把
握
と
精
査
、
⑤
令
和
三

年
度
弘
前
大
学
國
史
研
究
会
総
会
・
例
会
の
開
催
、
の
五
点
で
あ
っ
た
。

◎
⑤
の
令
和
三
年
度
総
会
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
紙
上
審
議
と
し
、
議
案
資
料
は
本

号
に
同
封
し
た
。
例
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、

開
催
方
法
を
含
め
、
例
会
担
当
委
員
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

◎
前
号
及
び
本
号
に
分
割
掲
載
し
た
「
広
須
新
田
の
歴
史
的
変
遷
（
上
）（
下
）」
を

執
筆
さ
れ
た
佐
藤
文
孝
氏
は
令
和
三
年
一
月
八
日
に
ご
逝
去
さ
れ
、
本
論
文
が
遺

稿
と
な
っ
た
。
佐
藤
氏
は
主
に
本
県
西
北
五
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
を
進
め

ら
れ
、
北
奥
文
化
研
究
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
長
い
間
事
務
局
も
務
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
前
青
森
県
考
古
学
会
会
長
の
福
田
友
之
氏
が
令
和
三
年
七
月
二
七
日

に
ご
逝
去
さ
れ
た
。
長
く
本
県
考
古
学
会
を
牽
引
さ
れ
、『
青
森
県
の
考
古
学
史

ノ
ー
ト
』（
北
方
新
社
）
等
を
上
梓
し
、
本
機
関
誌
に
も
多
く
の
論
考
を
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
こ
に
お
二
人
の
本
会
研
究
活
動
に
対
す
る
貢
献
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

　
　
（
Ｈ
Ｔ
）
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『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
投
稿
規
定

◎
論　

文　
　
　

四
百
字
詰　

60
枚
程
度
を
原
則
と
す
る（
縦
書
き
、以
下
同
様
）

◎
研
究
ノ
ー
ト　

四
百
字
詰　

20
枚
か
ら
30
枚
程
度

◎
研
究
余
録　
　

四
百
字
詰　

10
枚
程
度

◎
史
料
紹
介　
　

四
百
字
詰　

10
枚
か
ら
30
枚
程
度

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）　

四
百
字
詰　

10
枚
か
ら

20
枚
程
度

◎
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
執
筆
は
、
32
字
×
23
行
で
組
ん
で
下
さ
い
。

◎
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
投
稿
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
本
文
と
図
版
は
別

の
フ
ァ
イ
ル
に
し
、
図
版
の
挿
入
箇
所
及
び
大
き
さ
等
を
本
文
中
に
明
示
し

て
下
さ
い
。

◎
横
書
き
原
稿
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原
稿
締
切　

一
月
末
と
八
月
末
の
年
２
回

　
　

事
務
局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

hirodaikokushi@
gm

ail.com

※
投
稿
に
際
し
て
は
、図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、完
成
原
稿
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
原
稿
は
必
ず
お
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
担
当
者
会
議
で
審
査
し
、
審
査

終
了
後
に
ご
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真
・

　

図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権
利
者

か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
弘
前
大
学
学
術
情
報
リ
ポ

ジ
ト
リ
で
公
開
し
ま
す
。
公
開
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真
・
図
版
等
を
含
む

場
合
に
は
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
に
つ
い
て
も
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権
利

者
か
ら
の
許
可
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

※ 

掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ま
た
は
抜
刷
30
部
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

※ 

本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
了
承
を
得
て
下
さ
い
。

令
和
三
年
十
月
三
十
日

　

弘
前
大
学 

 

第
一
五
一
号

　

036-

　
　
8560　

弘
前
市
文
京
町
一
番
地

弘
前
大
学
教
育
学
部
日
本
史
研
究
室
内

編
集
者

　
　
　
　

発
行
者

振
替
口
座 
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六
三
四
番


